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生涯学習のマスコット
‘‘マナビィ’’

・
推
薦
期
間

　

２
月
20
日
～
4
月
23
日

・
該
当
者
が
い
る
場
合
は
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
地
区
区

長
会
長
さ
ん
へ
連
絡
す
る
か
、

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
傘
下
の
団
体
事
務
局
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
推
薦
者

は
、
区
長
さ
ん
か
団
体
の
長

と
な
り
ま
す
。）

・
推
薦
者
は
、
所
定
の
「
推

薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月
23
日
（
水
）
ま
で

に
飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
事
務
局（
市
教
委
ス
ポ
ー

ツ
生
涯
学
習
課
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
推
薦
書
用

紙
は
、
各
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
市
教
委
ス
ポ
ー
ツ
生

涯
学
習
課
の
事
務
局
に
あ
り

ま
す
、
ま
た
飯
山
市
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

第 2 8 回 飯 山 市 民 芸 術 祭 参 加 募 集 中

【
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め

に
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た

個
人
・
団
体
、
並
び
に
善
行

青
少
年
表
彰
】

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
で
は
、
毎
年
「
青
少
年

健
全
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
個
人
や
団
体
」「
行
為

が
特
に
顕
著
な
善
行
を
行
っ

た
青
少
年
」
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
20
年
度
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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青
少
年
健
全
育
成
情
報

・
被
表
彰
者
は
、
飯
山
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
常
任
理

事
会
で
審
議
し
、
会
長
（
市

長
）
が
決
定
し
ま
す
。

・
表
彰
は
、
５
月
下
旬
に
市

役
所
で
行
う
予
定
で
す
。

※　

表
彰
規
定
は
、
地
区
区

長
会
長
さ
ん
は
じ
め
各
団

体
・
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・

各
小
中
高
等
学
校
及
び
飯
山

市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

飯
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　

 

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課

　
　
　

生
涯
学
習
係

          

☎
�
３
１
１
１

　
　
　
　
　

内
線
３
５
2

    　 　　
    展示発表　４月１2 日（土）・１3 日（日）　　飯山市公民館・飯山市美術館
　
　 舞台発表　４月２0 日（日）　飯山市民会館ホール　

　　★提出書類　　舞台部門　　申込書　参加者名簿　出演希望時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕込み図　リハーサル希望時間
　　　　　　　　　展示部門　　申込書　参加者名簿　備品申込書

　　★提出先　　　飯山市民会館（参加料を添えて）
　　★申込書提出期限　２月２9 日（金）厳守
　　★問い合せ先　　飯山市民会館（市民芸術祭事務局　☎ 62 － 3341）

　　主催／飯山市芸術文化協会　
　　後援／飯山市　飯山市教育委員会　北信濃新聞社　（株）テレビ飯山
　　協力／総合学習センター（公民館　美術館　女性センター未来）　飯山市民会館

　
青
少
年
指
導
者
・
育
成
者
（
団
体
）・

　
　
　

善
行
者
表
彰
の
対
象
者
（
団
体
）
推
薦
に
つ
い
て
！

 平成 20 年度内閣府青少年国際交流事業参加青年募集中

お
子
様
の
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
注
意
を
!

　

進
級
・
進
学
の
時
期
を
迎
え
、

お
子
様
の
携
帯
電
話
の
購
入
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
携
帯
電
話
は

便
利
な
反
面
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
詐
欺
に
よ
り
青
少
年

が
犯
罪
に
ま
き
こ
ま
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
い
じ

め
に
よ
り
高
校
生
が
自
殺
し
て

し
ま
っ
た
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
携

帯
電
話
は
便
利
で
あ
る
と
と
も

に
、
青
少
年
に
と
っ
て
は
有
害

な
情
報
が
、
簡
単
に
得
ら
れ
る

危
険
な
道
具
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

携
帯
電
話
会
社
で
は
、
有
害

サ
イ
ト
へ
の
接
続
な
ど
を
制
限

す
る「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
子
様
の
携
帯
電
話

に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定

を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
な
お
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

を
設
定
し
て
も
、
青
少
年
へ
の

有
害
情
報
を
１
０
０
％
制
限
で

き
ま
せ
ん
。
ご
く
一
般
的
な
掲

示
板
が
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
設
定
す
れ
ば
、
安
心
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
携
帯
電
話
は
、
青
少
年
と
不

特
定
多
数
の
人
（
犯
罪
者
も
含

ま
れ
る
）
と
を
「
ネ
ッ
ト
」
で

つ
な
ぎ
ま
す
。「
ネ
ッ
ト
」
は
目

に
見
え
な
い
た
め
、家
庭・学
校・

地
域
の
見
守
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
お
子
様
に
携
帯
電
話
を
持
た

せ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、
お

子
様
が
ど
の
よ
う
に
携
帯
電
話

を
使
用
し
て
い
る
か
注
意
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
、
お
子
様
の
行
動
に
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
日
常
生

活
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

子どもに携帯を持たせない取り組みをしている、
　　　　　石川県野々市町の啓発マーク

①国際青年育成交流
　　バルト三国（エストニア、ラトビア、リトアニア）、カンボジア、ドミニカ共和国、ラオス
　の各国（バルト三国の場合は３か国）にそれぞれ 15 人の日本青年を 20日間程度派遣します。
②日本・中国青年親善交流
　　中国に 25 人の日本青年を 20日間程度派遣します。
③日本・韓国青年親善交流　　
　　韓国に 25 人の日本青年を１５日間程度派遣します。
④世界青年の船
　　日本青年約120 人と外国青年約140 人が、40日間程度、船内で共同生活をしながら、
　ニュージーランド、トンガを訪問します。
⑤東南アジア青年の船
　　日本青年約４0 人とＡＳＥＡＮ１０か国の青年約３０0 人が、５0日間程度、船内での共
　同生活などをしながら、ブルネイ、インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナムを訪問します。
実施時期　①②③は平成２０年９月　④は平成２１年１月～３月　⑤は平成２０年１０月～１２月
個人負担額　①②③は各８～１０万円　④⑤は各、約２０万円
対象年齢　　①～⑤とも１８歳～３０歳
受付期間　 国へは、平成２０年２月１３日（水）から３月１０日（月）
　　　　　　　同期間内に内閣府ホームページの応募フォームから参加申込ができます。  
　　　　　  県へは、平成２０年２月１８日（月）から３月２５日（火）
　　　　　　　　　　　　　　国と県のどちらへでも応募できます。その他応募資格
　　　　　　　　　　　提出書類等、詳しくは下記へお問い合わせください。（選考あり）
問い合わせ先　
・内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付国際第１担当
　　　　　☎０３－３５８１－１１８１（直通）　月曜日～金曜日／９：３０～１８：３０
　　　　または、内閣府のホームページをご覧ください。 
・長野県教育委員会文化財 ･ 生涯学習課　☎０２６－２３５－７４３９（直通）         


